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実験値 計算値 実験値 計算値
TW1－1 0．28 0．30 1．01 0．56
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9図　各試験体の2＞／BD－M／BD2の関係
している。また，軸力＝0の場合には接合部耐力は下
部への定着不足により約10～40％の低下が見られる。
！いずれの場合にも上部壁体への定着はほぼ完全と思わ
0
?
?
／45
T－A 〃ノ 一一`
ノ‘1π
〃o 0
れるので，下部への定着を完全にすることにより接合
部耐力は増すものと思われる。
（iii）壁脚部の剛性
　10図に示すように実験では0－0断面に対するA－
A断面の相対回転角を測定したが，この回転角θはア
ンカーメッシュおよび隅筋の定着ずれによって生ずる
回転角θRと壁体の曲げ変形によるO－A間の回転角
θMの和である。従って砺を計算によって求めてお
けばθR＝θ一伽よりORを求めることができる。
　伽はつぎの関係より求める。
10　図
・一｛［÷］。＋［÷］1｝・S…
－M・・illl）・島
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　　　　　　但しMo＝1451）（（t．　cm）
　　　　　M・－M・・紫
　　　　［÷］。一蕩・［÷］、一欝
　いま，許容耐力時（短期）におけるθRを求める。
　［EJコとしては2．2壁のせん断試験で求めた値を用
いる。
　　［即コ＝O．54x［泓コより（メッシュ4．5φの場合）
　　　　　［EJコo：標準剛性
　　　　［EJコo＝12．9×109kg／cm2
　　　　　　　　　　　　　　　　bD3　　　　E＝3．85×104kg／cm2，　」＝　　　　　　　　　　　　　　　　12
　　　［EJコ＝O．54×12．9×109≒7．0×109kg／cm2
　　∴　θM＝　6．　77・Mo×10一了ラジアン
　　　　　　　　　　　（M。はt・cmであらわす）
　実験値θよりθRを求め5表に示す。
固定とはいえず，M／eRの回転剛性をもつような半固
定の状態とみるべきで，ここではその弾性固定度を検
討する。
　11図（a）に示すように弾性固定度を表わすのに柱脚よ
り更に下方にのびる他端固定の材を仮想して，その等
価剛度（EK）Rで示すことにする。
　この仮想材はMに対してθすなわちeRだけ回転
する。
7表
試　　験　　体
はりTWG1－P
壁脚TWC－1（軸力なし）
はりTWG3－P
壁脚TWC－3（軸力なし）
壁　脚　部
　M／θR
（108kg・cm）
2．1～3．5
2．0
はり端部
　ハ〃θR
（108kg・cm）
23．2
19．2
5表
TWC－1
TWC－3
M。
（t・㎝）
536
（714）
318
（544）
実験値θ　　θM　eR＝θ一θM
10－4　　　　　10－4　　10－4ラジアン
19～29
i13～18）
3．6
i4．8）
15．4～25、4
i8．2～13．2）
18　　　　　　2．2　　　　　15．8
（15）　　　　（3．7）　　　　（11．3）
（）の値は軸力のある場合
　5表より得られたθRを用い，許容耐力時の脚部回
転剛性（M／θR）を求め，これを6表に示す。
?
?ー?
????????
6表
等イ
　　　　　　　　　　　　　　　　（ム）
11　図
TWC－1
TWC－3
条 件 　M／θR（10Skg・㎝）
軸力な司…一…
軸力あり 5．4～8．7
軸力なし
軸力あり
2．0
4．　8
　6表で検討した壁脚部とほぼ同断面の2．1はりの曲
げ試験の項でも，はり端の回転剛性を調べている。
7表はそれぞれほぼ同断面のはりと壁脚の回転剛性
M／θR（許容耐力時）を較べたもので壁脚部の剛性は
はり端に較べて非常に低く壁脚固定度の不足を示して
いる。
（iv）壁脚部の弾性固定度の検討
　壁脚部は，水平力を受けた場合には7表からも分か
るように，かなりの回転を生ずる。従って壁脚は完全
　擁角法公式より11図（b）の場合のMとθの関係は
　　　M－・［EKコR・θ・［・KコR一鍔……（3・・）
　（3．6）式にM＝M。，θ＝θRを代入すると等価剛度
［EKコRが求まる。
　いま，実験のTWC－3（2階以上の壁）について求
めると
　　［EKコR＝0，5×108kg・cm（軸力なし）
　　［EKコRI＝1．　2×　108kg・cm（軸力あり）
　っぎに12図（a）に示すような壁の応力計算を例にとる
?
　　　　　　　　h≒2．1m
として，壁柱のEKは
　　　　　蹉13×109kg・cm2
　　　　　EK　＝EJ／1＝0．62×108
故に剛比は12図（b）となり，以下固定法によってQと
Mを求めると12図（c）となり，反曲点は
　y＝0・38h（0・43h）　となり中央より下にさがる。
　一般に12図（c）の揚合の反曲点高さyは次式で与えら・
れる。
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?12図（a）
40～6〆几
（］8R’　・／．ヲ4）
12図（b）（　）値は軸力がある揚合
　　（α67Q£）
M；0，728£
0．38え
（oi43£）
12図（c）（）値は軸力がある場合
　　　　　　0．5kR　　or　＝　　　　（kR一トO．25k）
h3階高
　fe：柱剛比
kR：等価EK材の剛比
×h 〈3．7）
同様にしてTWC－1（1階壁と基礎に相当）にっV・て
反曲点高さを求めると
　　　〔EKコR≒0．7×108kg・cm→　kR≒1．3
　　　EEKコRノ≒1．7×108kg・cm　→　kR／≒2．75
　　　［EK］≒0．62×108kg・cm→k＝1．0
　依って（3・7）式より　y＝0・38h（O．　46h）
　以上の解析結果よりみて，水平力に対する壁の応力
計算の場合は壁柱の反曲点高さは，この実験の範囲で
はy＝O．4h程度に見なす方がよいと思われる。
　むすび
　壁厚20cm，壁長66cmの壁体に水平力が加わった場合
の壁脚部の強度試験を行なった結果，本実験の範囲で
明らかとなった事項はっぎのとおりである。
（i）壁脚部の破壊はいずれも引張側に生じた。アン
カーメッシュの壁自体への定着はほぼ完全であったが，
下方への定着（はりまたは基礎への定着）は，軸力の
ある場合にはほぼ充分であるが，軸力がない場合には
やや不充分と思われる。
（ii）壁脚部の補強筋として壁自体の縁筋を下方へ通
し鉄筋とし，アンカーメッシュ（端より5列一10本）
を有効とした許容耐力（短期）に対する破壊強度は約
1・　0～1・　3倍で，許容耐力としての安全率はやや不充分
である。また縁筋を通し鉄筋としないアンカーメッシ
ュだけの場合には破壊強度は許容耐力を下廻る結果と
なっている。このことから壁脚部に全許容力を期待す
る揚合，定着には通し鉄筋を併用することが望ましい。
（iii）壁脚部においては，はりまたは基礎へ定着した
通し鉄筋あるいはアンカーメッシュのずれなどによっ
て生ずる回転変形が大きく，壁脚固定とせず，半固定
と見倣す方が妥当である。実験結果より壁脚部の回転
剛性を求め，更に解析により，水平荷重時応力計算の
場合の有効反曲点高さを求めた。その結果，壁脚固定
としてy＝O・5hとするよりはor　＝O．4h程度にとる
方が妥当であることが認められた。
　結　論
　この研究は圧縮強度が70～gokg／㎝2程度の現揚打
ち気泡コンクリートを構造材料として使用する場合の
壁式構造設計資料の基礎データを得る目的で実験を計
画したものである。
　実験では現場打ち気泡コンクリートとして，品質向
上したサーモコンを用い，実際建物部材に相当する断
面・配筋とした各種の試験体について破壊試験を行な
った。
　実験結果の検討および解析の結果は各節のむすびで
述べてきたが，各試験を総括すると，はりおよび壁部
材の強度および剛性は気泡コンクリート品質の改善に
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伴い，著しい上昇を示しており，その性状は定性的に
は普通コンクリートを用いた場合に近いものが得られ，
設計規模の拡張に十分耐えられる性能をもっようにな
ったと認められる。壁脚接合部については，下部構造
材への定着効果を改善する余地が残されているが，こ
れを改良することにより更に気泡コンクリートの特性
を発揮するものと思われる。
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